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マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
、
乳
房

専
用
の
X
線
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
撮

影
の
こ
と
で
、
専
用
の
装
置
で
撮
影

し
ま
す
。
乳
房
を
撮
影
す
る
の
に
適

し
た
X
線
を
用
い
て
、
乳
房
の
異

常
を
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
1
㎜
以
下
の
小
さ
な
石
灰
化

（
が
ん
の
サ
イ
ン
）
を
映
し
出
す
こ

と
が
で
き
、
触
診
で
は
見
つ
け
に
く

い
よ
う
な
早
期
の
乳
が
ん
を
診
断

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
乳

が
ん
な
ど
の
悪
性
の
病
気
だ
け
で

な
く
、
良
性
の
も
の
も
写
り
ま
す
。

良
性
か
悪
性
か
は
、
写
っ
た
影
が
ど

ん
な
大
き
さ
や
形
を
し
て
い
る
か
、

乳
腺
よ
り
白
く
写
る
か
な
ど
の
特

徴
に
よ
り
診
断
さ
れ
ま
す
。
撮
影

は
、
直
立
し
た
状
態
で
左
右
の
乳
房

を
片
方
ず
つ
装
置
の
撮
影
台
に
載

せ
、
乳
房
の
中
身
を
見
え
や
す
く

す
る
た
め
に
圧
迫
板
と
い
う
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
板
で
乳
房
を
平
た
く

4
〜
5
㎝
に
圧
迫
し
た
状
態
で
行

わ
れ
ま
す
。
圧
迫
板
で
圧
迫
す
る

た
め
、
乳
房
に
張
り
の
あ
る
方
は
、

や
や
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

女
性
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の

上
位
に
乳
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
乳
が

ん
に
か
か
る
女
性
は
、
近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
、
40
歳
代
か
ら
50
歳
代
の

女
性
の
発
生
率
が
多
い
が
、
近
年

は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴

い
30
歳
代
の
患
者
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
乳
が
ん
を
早
期
発

見
す
る
た
め
に
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
を
受
け
る
こ
と
が
有
用
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と

は
、
乳
房
撮
影
を
フ
ィ
ル
ム
を
使

用
せ
ず
に
機
械
的
な
信
号
で
撮
影

す
る
こ
と
で
す
。
以
前
の
フ
ィ
ル

ム
を
使
用
す
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

と
比
較
し
て
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
特
徴
と
し
て
は
…

①�

被
曝
線
量
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②�

撮
っ
た
画
像
を
す
ぐ
に
確
認
で

き
る
た
め
、
検
査
の
時
間
が
短

縮
で
き
、
待
ち
時
間
も
短
縮
で

き
ま
す
。

③�

乳
房
の
個
人
差
を
検
出
し
て
適

切
な
X
線
撮
影
条
件
の
完
全
自

動
化
、
画
像
の
濃
度
の
自
動
調

整
な
ど
で
高
品
質
な
画
像
が
安

定
し
て
撮
れ
ま
す
。

④�

フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
な
い
の
で

現
像
液
等
の
廃
棄
物
が
な
く
環

境
に
優
し
い
。

以
上
の
よ
う
な
事
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

当
院
で
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
の
あ

る
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

を
今
年
の
1
月
か
ら
使
用
し
て
い
ま

す
。現
在
、使
用
し
て
い
るSIM

EN
S

社
製M

AM
M

O
M

AT　

Inspiration

で
は
さ
ら
に
、
装
置
が
乳
房
の
弾
力

な
ど
か
ら
最
適
な
圧
迫
す
る
力
を

示
す
の
で
、
必
要
以
上
の
力
が
加

わ
ら
ず
、
痛
み
を
低
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
以
前
の
装
置
と
比
較
す

る
と
撮
影
台
が
大
き
い
の
で
撮
影

台
の
角
が
脇
の
下
に
入
ら
ず
、
お

腹
の
あ
た
り
に
も
撮
影
台
の
角
が

あ
た
ら
ず
、
乳
房
を
圧
迫
す
る
以

外
の
痛
み
も
低
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
痛
み
が
全
く
な
い
わ
け

で
は
な
く
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
様
々
な
理
由
で
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
に
抵
抗
が
あ
る
皆
様
に
、

一
度
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

と
い
う
最
新
の
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
少
し
で
も
抵
抗
が
無
く

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
受

診
率
は
7.6
％
、
長
野
県
で
は
1.7
％

と
低
い
の
で
こ
れ
を
機
会
に
、
当

院
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
受
診
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
つ
い
て

診
療
放
射
線
科
　
精
度
管
理
中
央
委
員
会
認
定
技
師
　
白
澤
　
あ
や
か
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定年退職者から

定年退職をむかえて
関　敏子

　病院で、調理師として 13 年勤めさせていただきました。迷惑やら心
配をかけた事多々ありましたが、職場の上司や仲間たちの支えがあり
定年まで、仕事が続けられました。ありがとうございました。
　途中体調を崩した時、看護師さんにはやさしく温かく接していただき
本当に嬉しかったです。病気になり健康のありがたさをつくづく感じまし
た。これからも美味しい食事作りに心がけたいと思います。

定年退職にあたり
宮田　節子

　昭和 49 年に助産師として就職し、以来 30 年以上の長きにわたり安
曇総合病院にお世話になりました。初めて出産介助をした時の緊張感、
赤ちゃんを抱いた手が震えていた事、産声を聞きながら涙した事、たく
さんのことが思い出されます。
　今は赤ちゃんの産声を聞く事はできませんがいつの日にか再びこの
病院で赤ちゃんの声を聞くことができるよう心から祈っています。
　体と心の癒しを求めて訪れる人久の砦としてますます発展されること
を祈念し、お礼とさせていただきます。

一人ひとりがホスピタリティの表現者
矢野口　陽一

　38 年間、大変お世話になりました。この間安曇病院から安曇総合
病院に名称が変わり、病床数も 300 を超え、職員の数も倍以上増え
ました。
　変わらないもの、それは愛して止まない歌う病院理念「安曇病院歌」
です。病院歌に歌われている精神はまさに、中川病院長が提唱する「安
曇野ホスピタリティ」だと思っています。対象が患者さんであれ、同僚
であれ、また上司や後輩であれ、その人にとって何がハッピーかをい
つも考え、それを表現できたらきっと、ホスピタリティあふれる病院にな
るのではないかと思います。期待しています。ありがとうございました。

定年退職を迎えて
上原　輝枝

　「定年退職」の言葉脳裏に浮かべると、諸々の思い出が、走馬灯
のごとく蘇ります。私は中病棟が現在の地に引っ越した翌年の、昭和
44年に就職致しました。当時職員数は現在の半分以下、仕事・娯楽・
スポーツ活動等々においては、家族的雰囲気で満ち溢れていました。
そんな中、最初検査室に勤務、生化学も手動で、指に染み付いた酢酸、
クレゾールの臭いが、懐かしく思い出されます。以降診療協力部、看
護部等にお世話になりました。未熟な私が職場・家族等の皆様のご
指導、ご支援で 42 年間の永きに渡り何事も大過なく、定年を迎えるこ
とができました事、心から感謝申し上げます。最後に安曇総合病院が
今後益々発展します事をご祈念申し上げます。

定年退職にあたり
丸山　里子

　25 歳で結婚して安曇病院に就職して 34 年になります。当初は定年
まで勤めることは夢にも思っていませんでした。就職当初は何人もいな
かった 50 歳台の看護師を見てすごいなーと尊敬の目でみていました。
夜勤のときにｽﾃｰｼｮﾝの窓から見る夜空がとてもきれいでもう少し頑張る
か！と自分を励ましていた日 を々思い出します。子どもがうまれ家庭と職
場の両立が大変になり、３人目の出産を期に外来勤務へと交代を余儀
なくされました。
　振り返ってみれば家庭、子ども、夫、義母にも迷惑のかけっぱなし
の連続でありましたが、周りの人に支えられて今日に至りました。人は
支えあって生きていく！日頃はあまり考えることなく過ごしてきましたが、職
場の皆様、上司の皆様この場をお借りして有難うございましたと感謝
いたします。

定年退職の皆さん
お疲れさまでした。

定年退職にあたって
小林　恵子

　安曇総合病院には15年余り勤務させていただきました。今迄とはまっ
たく違った職に就くという事にすごく不安を持っていました。
　3階や 4階勤務、また 1階勤務の時は夜勤等も経験しましたが。今
は何もかもが懐かしいこととして思い出されます。また不安の中での再
就職でしたが、各病棟スタッフの皆さん、そして何より患者さんからの「あ
りがとう」という、この言葉に励まされて今日まで続けてこれたと思いま
す。ありがとうございました。

定年退職にあたり
荻窪　とよ子

　ヘルパーとして、病棟に10数年栄養科に移動して 20 数年、37年
勤めさせていただきました。結婚、出産、子育て働きながらでしたが、
職場、人に恵まれてたのしく過ごすことができました。
　病院も就職した頃にくらべれば、とても大きくなり、総合病院として地
域に貢献しています。今後、ますます地域医療のため頑張っていただ
けますよう願っています。家は病院の近くなので、みなさんにお会いす
ることもあるかと思います。住民として病院のお手伝いができる事があ
ればお声をかけてください。いろいろとありがとうございました。

定年退職をむかえて
荒井　泰子

　しみじみ思うことは、区切りとしての定年まで勤めることができてとても有
難かったことです。医事・売店・総務関係に約18 年、看護助手として
20年でした。その間転職を考えたこともありましたし失敗もたくさんしてしば
しば落ち込みましたが、患者さんに接することで元気をもらっていました。
　またこれまで支えてくれた家族、職場の方 に々本当に感謝しています。
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安
曇
総
合
病
院
理
念

　
お
よ
び
基
本
方
針

〈
理
　
念
〉

私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
健

康
を
守
る
た
め
、
親
切
で
安
全
な

医
療
活
動
に
つ
と
め
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
病
院
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

〈
基
本
方
針
〉

①�

医
の
倫
理
を
守
り
全
て
の
患
者
さ
ん

の
権
利
を
尊
重
し
、
平
等
で
安
全
な
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

②�

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
緊
急
医
療
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す

③�

地
域
医
療
機
関
と
連
携
し
、
在
宅
医
療

を
支
援
し
ま
す

④�

J
A
厚
生
事
業
を
推
進
し
、
保
健
予
防

活
動
を
通
じ
て
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に

貢
献
し
ま
す

⑤�

臨
床
研
修
に
取
り
組
み
、
信
頼
さ
れ
る

医
療
人
の
教
育
育
成
に
つ
と
め
ま
す

⑥�

文
化
・
研
究
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す

当
院
は
2
0
0
4
年
に
厚
生
労
働
省

か
ら
臨
床
研
修
指
定
病
院
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す

　
安
曇
総
合
病
院
臨
床
研
修
理
念

1
、
医
師
と
し
て
基
本
的
な
診
療
能
力 

　
（
態
度
・
技
能
・
知
識
）
を
身
に
つ

　
　
け
、
広
い
視
野
で
医
療
が
で
き
る
こ

　
　
と
を
目
標
と
す
る
。

2
、�

患
者
に
対
し
誠
意
を
持
ち
心
の
通
っ

た
診
察
が
で
き
る
医
師
を
育
成
し
、

医
学
の
進
歩
と
地
域
医
療
の
発
展
に

貢
献
す
る
。

編
集
後
記

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

そ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
人
や

仲
良
く
し
て
い
た
だ
い
た
人
達
と
の
別

れ
は
寂
し
く
つ
ら
い
も
の
で
す
。
出

会
っ
て
か
ら
今
ま
で
の
そ
の
人
達
と
の

思
い
出
や
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な

ど
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
、
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。
数
々
の
思
い
出
や
学
ん
だ
こ
と

な
ど
を
大
切
に
胸
に
と
ど
め
て
、
寂
し

い
別
れ
を
乗
り
越
え
た
い
も
の
で
す

ね
。
ま
た
次
の
出
会
い
に
も
良
い
出
会

い
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
、
新
た
な
気

持
ち
で
が
ん
ば
り
た
い
も
の
で
す
。
今

年
の
春
も
み
な
さ
ん
に
良
き
出
会
い
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

地
域
住
民
の
た
め
の
健
康
公
開

講
座
が
2
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
座
は
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
疾
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
提
供
し
、
ま
た
当
院
が
ど
ん

な
領
域
に
力
を
入
れ
て
診
療
に
あ

た
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
毎
月
1
回
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

7
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
そ
う

だ
っ
た
の
か
!
そ
う
う
つ
病
」
と

題
し
ま
し
て
、
安
曇
総
合
病
院
精
神

科
医
長　

中
村
伸
治
先
生
か
ら
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約

1
0
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
・
ア
ズ
ミ

▼��

３
月
４
日
（
金
）
、
18
時
30
分
〜

第
１
回
北
ア
ル
プ
ス
地
域
ケ
ア
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
松
川
村
す
ず

の
音
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼��

３
月
６
日
（
日
）
、
21
日
（
月
）

休
日
緊
急
当
番
医
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

休診日のお知らせ

3月 4月
■で囲ってある日にちが全科休診日です

公
開
講
座
通
信
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を祈念し、お礼とさせていただきます。

一人ひとりがホスピタリティの表現者
矢野口　陽一

　38 年間、大変お世話になりました。この間安曇病院から安曇総合
病院に名称が変わり、病床数も 300 を超え、職員の数も倍以上増え
ました。
　変わらないもの、それは愛して止まない歌う病院理念「安曇病院歌」
です。病院歌に歌われている精神はまさに、中川病院長が提唱する「安
曇野ホスピタリティ」だと思っています。対象が患者さんであれ、同僚
であれ、また上司や後輩であれ、その人にとって何がハッピーかをい
つも考え、それを表現できたらきっと、ホスピタリティあふれる病院にな
るのではないかと思います。期待しています。ありがとうございました。

定年退職を迎えて
上原　輝枝

　「定年退職」の言葉脳裏に浮かべると、諸々の思い出が、走馬灯
のごとく蘇ります。私は中病棟が現在の地に引っ越した翌年の、昭和
44年に就職致しました。当時職員数は現在の半分以下、仕事・娯楽・
スポーツ活動等々においては、家族的雰囲気で満ち溢れていました。
そんな中、最初検査室に勤務、生化学も手動で、指に染み付いた酢酸、
クレゾールの臭いが、懐かしく思い出されます。以降診療協力部、看
護部等にお世話になりました。未熟な私が職場・家族等の皆様のご
指導、ご支援で 42 年間の永きに渡り何事も大過なく、定年を迎えるこ
とができました事、心から感謝申し上げます。最後に安曇総合病院が
今後益々発展します事をご祈念申し上げます。

定年退職にあたり
丸山　里子

　25 歳で結婚して安曇病院に就職して 34 年になります。当初は定年
まで勤めることは夢にも思っていませんでした。就職当初は何人もいな
かった 50 歳台の看護師を見てすごいなーと尊敬の目でみていました。
夜勤のときにｽﾃｰｼｮﾝの窓から見る夜空がとてもきれいでもう少し頑張る
か！と自分を励ましていた日 を々思い出します。子どもがうまれ家庭と職
場の両立が大変になり、３人目の出産を期に外来勤務へと交代を余儀
なくされました。
　振り返ってみれば家庭、子ども、夫、義母にも迷惑のかけっぱなし
の連続でありましたが、周りの人に支えられて今日に至りました。人は
支えあって生きていく！日頃はあまり考えることなく過ごしてきましたが、職
場の皆様、上司の皆様この場をお借りして有難うございましたと感謝
いたします。

定年退職の皆さん
お疲れさまでした。

定年退職にあたって
小林　恵子

　安曇総合病院には15年余り勤務させていただきました。今迄とはまっ
たく違った職に就くという事にすごく不安を持っていました。
　3階や 4階勤務、また 1階勤務の時は夜勤等も経験しましたが。今
は何もかもが懐かしいこととして思い出されます。また不安の中での再
就職でしたが、各病棟スタッフの皆さん、そして何より患者さんからの「あ
りがとう」という、この言葉に励まされて今日まで続けてこれたと思いま
す。ありがとうございました。

定年退職にあたり
荻窪　とよ子

　ヘルパーとして、病棟に10数年栄養科に移動して 20 数年、37年
勤めさせていただきました。結婚、出産、子育て働きながらでしたが、
職場、人に恵まれてたのしく過ごすことができました。
　病院も就職した頃にくらべれば、とても大きくなり、総合病院として地
域に貢献しています。今後、ますます地域医療のため頑張っていただ
けますよう願っています。家は病院の近くなので、みなさんにお会いす
ることもあるかと思います。住民として病院のお手伝いができる事があ
ればお声をかけてください。いろいろとありがとうございました。

定年退職をむかえて
荒井　泰子

　しみじみ思うことは、区切りとしての定年まで勤めることができてとても有
難かったことです。医事・売店・総務関係に約18 年、看護助手として
20年でした。その間転職を考えたこともありましたし失敗もたくさんしてしば
しば落ち込みましたが、患者さんに接することで元気をもらっていました。
　またこれまで支えてくれた家族、職場の方 に々本当に感謝しています。
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再生紙を使用しています。
環境に優しい大豆油インキを使用しています。

　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内 科（ 一 般 ）
初 診

岡田光代 
平野　桂

東方壮男 
鈴木彩子

川上裕隆
小池　宙

塩月記代
福嶋敏郎

早野敏英 
鈴木彩子

川上裕隆
福嶋敏郎

内 科（ 一 般 ）
再 診 

（予約制）

川上裕隆 
東方壮男 
林田研介

川上裕隆 
岡田光代 
林田研介

塩月記代（午後）
福嶋敏郎

早野敏英 
東方壮男

塩月記代（10時30分まで）
早野敏英

中川真一（9 時30分 ～）
川上裕隆 
林田研介

早野敏英 
岡田光代

循 環 器 内 科 東方壮男 池田宇一（信大） 東方壮男 持留智昭（信大） 東方壮男

呼 吸 器 内 科 岡田光代 福嶋敏郎 花岡正幸（信大） 
（第 1･3･5 のみ）

藤本圭作
（信大：第 1 のみ）

神 経 内 科 中川真一（9時30分～） 鈴木彩子 中川真一（9 時30 分～）
受付は 11：00 まで 林田研介（10 時～） 鈴木彩子 林田研介

血 液 内 科 川上裕隆 川上裕隆

消 化 器 内 科 新井　薫（午後）
（予約制）

専 門 外 来 
（信大医師）

一條哲也（肝臓）信大 
上條祐司（腎臓）信大

信　　大 
（リウマチ・膠原病）

精
神
科
・
心
療
内
科

精 神 科 

心 療 内 科

（予約制）

村田志保 
中村伸治 
樋端佑樹
衛藤高明 
中村敏範 
古屋昌宏 

鬼頭　恆（信大）

中村伸治 
樋端佑樹（第 2・4）

中村敏範 
古屋昌宏（第 1・3・5）
小池　宙（第 2・4）

村田志保 
中村伸治 
樋端佑樹
衛藤高明

長村哲周
衛藤高明（第 1・3・5）

樋端佑樹
中村敏範 ( 第 2・4)

古屋昌宏
小池　宙

村田志保 
中村伸治 
衛藤高明 
古田　康 
中村敏範
古屋昌宏
小池　宙

 
中村伸治 
樋端佑樹 
衛藤高明
古屋昌宏
小池　宙

認 知 症 診 察 薛　孝太郎 交代制

小 児 科

午
前

信　　大 
原　敏博

保刈　健 
（原　敏博）

原　敏博 
（保刈　健）

保刈　健 
（原　敏博） 原敏博 又は 保刈健 信　　大 

（原敏博 又は 保刈健）
午
後特殊外来（予約） 乳児検診（予約） 慢性疾患（予約） 慢性疾患（予約）

外
　  

科

一 般 外 科 佐藤敏行 佐藤敏行 佐藤敏行 信　　大 佐藤敏行
呼 吸 器 外 科 花岡孝臣 花岡孝臣 花岡孝臣
形 成 外 科

（受付15時30 分まで） 三島吉登（信大 )14時

専 門 外 来 信　大（乳腺） 
（完全予約制） 信　大（甲状腺）

整 形 外 科 
（受付10時30 分まで）

最上祐二
王子嘉人
青木　亮
柴田俊一
大場悠己 

（受付9時30分まで）

谷川浩隆 
狩野修治 
柴田俊一 
青木　亮 

高橋　淳（信大）

最上祐二 
王子嘉人 
狩野修治 
柴田俊一 
青木　亮

谷川浩隆
王子嘉人
狩野修治
大場悠己

谷川浩隆
最上祐二
大場悠己

畑　幸彦（信大）

（輪　番）
（受付11時まで）

皮 膚 科 河内繁雄 
吉川美香

河内繁雄 
吉川美香

河内繁雄 
吉川美香 河内繁雄 

吉川美香
河内繁雄 
吉川美香

河内繁雄 
吉川美香こども外来（15 時～17時）

初診（当日）受付 16:30 まで

泌 尿 器 科 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹
産 婦 人 科 信　　大 曽根原衛雄 信　　大 信　　大

眼 科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子
（午後コンタクトレンズ 要予約）

太田いづみ 
（受付10時まで）

今井玲子

耳 鼻 咽 喉 科
（受付 16 時まで）

信　　大 
（14 時から診療）

信　　大 
（14 時から診療） 

（第 2・4 土曜の前日のみ）

信　　大 
（受付11時まで）

放 射 線 科 信　　大 信　　大 　 　
麻 酔 科 

（受付 11 時まで） 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀

リハビリテーション科 狩野修治 最上祐二
王子嘉人

谷川浩隆
大場悠己 中川真一 柴田俊一

歯 科 口 腔 外 科 中嶌　哲
酒井洋徳

手 術 日
（急患対応は要相談）

中嶌　哲
酒井洋徳

中嶌　哲
酒井洋徳

中嶌　哲
酒井洋徳

中嶌　哲
酒井洋徳
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